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福島県内国道
（4号、6号、13号、49号）

対象区間

①交通の円滑化 ②交通安全の確保

③物流を支える道路ネットワークの強化

④安定した救急搬送環境をもたらす道路ネットワークの確保

○対象区間では、交通混雑によ

り加減速機会が多いことから、

渋滞に起因した追突事故が多

発している （図７） 。

○町内からの会田病院への搬送の７割

はJR東側からの搬送であるため、最

短経路である国道４号が主な救急搬

送ルートになっている（図５、図９）。

○国道４号は大型車が多く、渋滞時には

加減速の回数が増え患者への負担も

増加（写真２、図１０）。

一般国道４号 矢吹鏡石地区における計画段階評価

1.矢吹鏡石地区の課題

３．政策目標

２．原因分析

○２車線に１日約２万台の交通が

集中し、東北の国道4号２車線

区間で最も遅い旅行速度を示し

ており、矢吹町中心部付近で

は、終日20㎞/h以下の慢性的な

速度低下が発生（ 図１、図２）。

①２車線区間で
交通混雑が発生

①交通容量不足

②交通事故の
多発箇所が存在

○対象区間内で事故が多く発生

しており、死傷事故率が最も

高い交差点（矢吹中町、矢吹

駅入口）では福島県内国道平

均の約３倍（図２）。

○近隣小学校では、国道４号に

並行する町道を通学路として

利用しているが、歩道が狭く

安全確保が問題 （写真１） 。

④救急搬送ルートは国道４号
に依存

○対象区間は、矢吹町内で唯一の二

次救急医療機関「会田病院」へアク

セスする幹線道路（図５）。

○対象区間は４車線区間に比べ定時

性に劣り、安定搬送に課題（図４） 。

④渋滞により患者の
安定搬送に支障

③東北復興の阻害要因
となる物流のボトルネック

②慢性的な交通混雑による
加減速の多さ

至 仙台

至 東京

○福島県は、国内屈指の「医療機器

生産県」であり、「福島県復興計

画」の重点施策として、更なる産

業の集積を図っている（図３） 。

○物流ルートとして利用される対象

区間は、４車線区間に比べアクセ

ス性・定時性に劣り、ボトルネック

となっている （図４） 。

図１ 旅行速度ワースト５位
※東北地方国道４号２車線区間混雑区間における12時間平均
（事業中区間除く）

図６ 信号交差点密度ワースト５位
※東北地方国道4号2車線区間における市町村別平均（事業中区間除く）

出典：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

2.7
2.1

1.8 1.7 1.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

第1位 第2位 第3位 第4位 第5位

国
道
4
号

矢
吹
町
（
対
象
区
間
）

国
道
４
号

福
島
県
西
郷
村

国
道
４
号

岩
手
県
北
上
市

国
道
４
号

宮
城
県
大
崎
市

国
道
４
号

青
森
県
七
戸
町

（箇所/㎞） 東北地方の国道4号2車線
区間で最も高い信号密度

図５ 会田病院への救急搬送実績（H30）

○国道４号は歩道の不連続区間が

有り、並行する町道も歩道幅員が

狭小であり、地域の歩行者ネット

ワークの安全性が確保されていな

い（図８）。

③国道４号の歩道不連続

至 東京

至 仙台

出典：全国道路・街路交通情勢調査（H27）
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図８ 国道4号の歩道整備状況
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図４ 速度分布比較
※対象区間(２車線)と４車線化済み区間

【対象区間】２車線（矢吹町市街地部）上り方向
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図３ 医療機器受託生産金額の推移
（上位３県）

○交通容量に対して1.40倍とな

る交通量が集中（写真２）。

〇対象区間は、東北国道４号２

車線区間で信号交差点密度

が最も高いため、交通容量不

足による渋滞が発生 （図６） 。 写真２ 大型車交通量の集中

追突事故が多く
約8割を占める

図７ 事故類型の特徴

大型車が多く、追い越しが困難
減速・加速の回数が増え、患者の負担増

図１０ 救急搬送時の問題点

出典：白河・須賀川消防本部
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図９ 矢吹町内の
方面別搬送割合
(H30)

出典：白河・須賀川消防本部

JR東側から約７割

図２ 対象区間の旅行速度と
死傷事故率（100mピッチ）

出典：【旅行速度】民間プローブデータ（H28.1～12月平日）
【死傷事故率】 ITARDA（Ｈ24-Ｈ27）
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一般国道４号 矢吹鏡石地区における計画段階評価

４．対策案の検討

（参考）当該事業の経緯等
地元調整等の状況

・H30年 １月 第１回地方小委員会開催（地域や道路の状況と課題等）

・H30年 ７月 第１回アンケート調査等意見聴取実施

・H30年12月 第２回地方小委員会開催（比較ルートの設定等）

・R１ 年 ５月 第２回アンケート調査等意見聴取実施

・R１ 年12月 第３回地方小委員会開催（対応方針（案）のまとめ等）

・R３ 年 ２月 都市計画変更

地域の要望等
・R１ 年 ６月 一般国道４号４車線整備促進期成同盟会が調査促進を要望

・R１ 年12月 矢吹町が早期事業化を要望

・R２ 年 ６月 福島県知事が早期事業化を要望

・R２ 年10月 一般国道４号４車線整備促進期成同盟会が早期事業化を要望

・R２ 年11月 一般国道４号４車線整備促進期成同盟会が早期事業化を要望

・R３ 年 ２月 福島県、白河市長が新規事業化を要望

※現時点の概算であり、今後のルート検討、土地利用状況等により、金額が変更となる場合がある。

【案①】 現道拡幅案 【案②】 部分バイパス＋現道拡幅案

区間延長 約５km 約５km

政
策
目
標

交通の円滑化 ○
・全線の４車線化により交通容量を確保する
・市街地部の信号集約と必要な右折レーン設置等を行うことにより、主要渋滞箇
所（矢吹中町交差点）等の混雑が緩和する

○
・４車線化＋バイパス整備により交通容量を確保する
・市街地部は通過交通がバイパスに転換するため、主要渋滞箇所（矢吹中町交差点）等の混雑が緩和する

交通安全の確保 ◎

・渋滞の解消により渋滞に起因した事故が減少する
・中央分離帯の整備により、正面衝突等の重大事故が減少する
・現道４号の両側に歩道が整備され、通学路としても利用出来る安全安心な歩行
空間が確保される

○

・市街地部を通過する交通がバイパスに転換し、渋滞に起因した事故が減少する
・中央分離帯の整備により、正面衝突等の重大事故が減少する
・国道４号として歩道の連続性は確保されるが、バイパスに並行する現道部の歩道不連続はそのまま残る

物流を支える
道路ネットワークの強化 ○ ・矢吹ICへのアクセス性・定時性が向上する ○ ・矢吹ICへのアクセス性・定時性が向上する

安定した救急搬送環境をもたらす
道路ネットワークの確保 ◎

・矢吹IC経由などの広域搬送おける走行性・速達性が向上
・矢吹町からの搬送に対しては、最短経路が整備され利用性が高い ○

・矢吹IC経由などの広域搬送における走行性・速達性が向上
・矢吹町からの搬送に対しては、迂回となり利用性が低い

配
慮
す
べ
き
事
項

地域の
環境

自然環境等への影響 ◎
・既往文献では、ルート帯に重要な動植物は確認されていない

〇
・既往文献では、ルート帯に重要な動植物は確認されていない
・埋蔵文化財包蔵地に対する調整を要する

沿道環境(騒音･振
動)への影響

○ ・現道の交通量は変わらないため、沿道環境は現状どおり保全される ◎ ・市街地部は通過交通がバイパスに転換するため、沿道環境は一層良好となる

地域の
土地利用

まちづくり ◎ ・現道4号の歩行空間が再整備されることから、利便性の高い市街地形成に寄与す
る

△ ・現道4号が未整備となるため、利便性の高い市街地形成に寄与しない

支障店舗・家屋数 ○ ・支障となる店舗・家屋が約５０件となり案②に比べ多い ◎ ・支障となる店舗・家屋が約３０件となり案①に比べ少ない

経済性※ － ・約110～130億円 － ・約140～160億円
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東北電力
矢吹変電所

泉崎矢吹事故対策
（事業中）

鏡石拡幅
（事業中）

【案①】現道拡幅案 延長約5Km 約110～130億円
【案②】部分バイパス+現道拡幅案 延長約5Km 約140～160億円

図１１ 対策案検討

現道拡幅案

部分バイパス
＋現道拡幅案

高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・一般県道
4車線
2車線
主要渋滞箇所
用途地域
都市再生整備計画区域
公共施設
史跡・公園
工場等
建物用地（100mメッシュ）
森林地域

や ぶ き かがみ い し

対応方針 案①現道拡幅案による対策が妥当

【計画概要】
・路線名：一般国道４号 矢吹鏡石道路
・区間：福島県西白河郡矢吹町北浦～岩瀬郡鏡石町久来石
・概略延長：約５km
・構造規格：第３種１級
・標準車線数：４車線
・設計速度：８０km/h
・概ねのルート：図１１案①のとおり

に し し ら かわ や ぶ き き た う ら かがみ い し きゅう ら い し

や ぶ き かがみいし


